
 

                                  

  

 

今年で創立72年になる当院の使命は、東近江医療圏におけ

る唯一の精神科単科病院として、良質な精神科医療を今後も

ずっと提供し続けていくことと考えています。  

 滋賀県が人口減少し始めてから久しいですが、東近江医療

圏も全体としては人口減少していくなか、高齢者はまだ増加

しています。それを反映してか、近年は新規に入院していた

だく患者さんのほぼ3分の１が認知症で占められています。ま

た、現在入院中の患者さんの３分の２が70歳以上で占められ

ており、今後もその割合は増加していきそうです。 

介護抵抗、妄想、徘徊、暴力など自宅や施設では対応困難

な認知症の患者さんに対し、環境や対応を工夫したり、お薬

を調整したりして、自宅や施設へ退院していただけるよう努めています。高齢の患者

さんが増えると、転倒、転落、誤嚥、窒息などの事故や、様々な身体合併症が増えが

ちとなります。事故には細心の注意をはらいつつ、必要時には迅速に身体的治療を受

けられるよう地域の総合病院との連携を深めています。 

 また、従来は長期入院患者さんの多数を占めていた統合失調症。ストレス社会で増

加の一途をたどるうつ病、躁鬱病などの気分障害。これらの患者さんに対しては急性

期病棟（職員の配置を厚くして濃密なケアに努め、早期の回復を目的とし、原則３ヶ

月以内の退院を目指した病棟）を活用し長期の入院に至らないように努めています。 

これに加えて在宅での生活を支援する訪問看護、訪問介護、居宅介護の提供。日中

の活動性を高めたり、就労支援したりと社会復帰のステップとなる精神科デイケア。

諸事情により自宅への退院が困難な方にグループホームに

入所いただいたり、他院の運営する援護寮への入所に繋げ

たりもしています。この他にも行政や地域の支援者との連

携をはかるなど、切れ目のない形で患者さんを支援し、ご

家族も含めて安心して地域で過ごしていただき、社会に復

帰できるよう活動しています。 

 

精神科医療を通じて地域に貢献し、頼っていただける病院を目指して今後も職員一

同頑張ってまいりますので、ご支援のほどよろしくお願いいたします。  
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皆様こんにちは。患者総合支援室副室長の北村と申します。当支援

室は令和 5 年 6 月より稼働し、患者様・ご家族様・地域の方々のため

に、入院前から退院後（地域から外来・外来から入院・退院から地域生

活）までどの環境においても質の高い支援が受けられる体制づくりを

強化するために、各部門の多職種が連携し、サービスや満足度の向

上に向けて取り組んでいます。これまでの活動の一部を紹介させて

頂きます。 

 

1、【院内掲示板の設置】 

 

病院からの情報周知をより分か

りやすくするために書式を統一

し、掲示場所を集約すべく1階外来

フロアに「外来患者さま用」、

「入院患者さま用」と２か所に掲

示板を設置いたしました。 

患者さまやご家族さまが待ち時間にも情報を得ることができ、外来診察室ドアへの掲示も整理い

たしました。今後も、できる限りタイムリーな情報を集約して提供できる様に継続してまいります。 

 

2、【１階外来フロア展示物の設置】 

 

院内でも季節感が感じられるように、季節時期に応じて 12 月にはクリスマスツリー、3 月にはひ

な人形、5月には鯉のぼりを展示させて頂きました。 

＊写真をご覧ください。7月には七夕の展示を考えております。 

 

外来患者さま、そのご家族さま、入院

患者さまなどに、とても好評で、中には

写真を撮る方も拝見いたしました。今後

も少しでも季節感を感じて頂き、安心し

「ほっ」とした空間が更に提供できる

様に活動してまいります。 

最後に、まだまだ発展途上の組織ですが、患者様、ご家族様目線に

立ちどのようなことを求められているか常に情報のアンテナを張り、

室員メンバーが中心となり、その他各部門と連携深めながら活動して

まいります。 
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